








○國松滋賀県知事提出資料

平成15年度滋賀県一般会計当初予算における財源内訳
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健康福祉

土木交通

教    育

目 的 別

県 予 算

(1,254) (1,218) (401) (409) (1,366) (833)

教育 土木交通 健康福祉
商工
労働 総務

農政
水産 警察 公債費

琵琶湖環境 その他

主な目的別歳出の財源内訳

(5,481)

　　　　　　　　　自主財源（43.8％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存財源
（56.2％）

県　税 その他 県債 臨財債 地方交付税 国庫支出金

(1,369)

(781)

(683)

　　　（　　）内は、予算額です。（単位：
億円）

使用料及び手数料、繰入金、分担金及び負担金、貸付金元利収入など



１ 一般会計当初予算における自主財源比率の推移 

 

  下のグラフで示されるように、自主財源比率は、平成 10年度以降低下し続けています。 

 

 

 

２ 地方交付税について法定五税分のみとした場合の試算  

 

  地方分権改革推進会議の意見書原案による地方交付税の考え方 

     法定率分は、地方共同税 

     上乗せ分は、財政調整交付金 → 段階的に定率で削減 

    に従って、上乗せ分が最終的に措置されないとした場合の試算 

 

 

   本県地方交付税当初予算額    法定五税分  地方交付税総額 

      １,３６６億円   × １０.６兆円 ／ １８.１兆円 ＝ ８００億円 

 

    影響額  １,３６６億円 － ８００億円 ＝ ５６６億円 

一般会計当初予算における自主財源比率の推移
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